
十
住
毘
娑
沙
論
に
於
け
る
發
菩
提
心
品
と
調
伏
心
品
に

つ
い
て

繹

舎

幸

紀

十
佳
毘
婆
沙
論
が
十
地
経
の
註
繹
で
あ
る
こ
と
は
常
識
と
さ
れ
て
い

る
。
十
地
経
の
註
繹
家
と
し
て
は
探
玄
記
や
華
嚴
経
傳
記
に
依
つ
て
、

イ
ン
ド
に
於
て
は
龍
樹
・
世
親
・
金
剛
軍
・
堅
慧
の
四
人
が

一
般
に
知

ら
れ
る
。
其
の
中
、
金
剛
軍
・
堅
慧
の
註
繹
書
は
傳
わ
ら
な
い
た
め
、

そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
我
々
は
龍
樹
の
十
佳
毘
婆
沙
論

と
世
親

の
十
地
経
論
と
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
十
佳
毘
婆
沙
論
が

十
地
経

の
註
繹
書
で
あ
る
と
い
う
記
録
は
探
玄
記
・
華
嚴
経
傳
記
が
最

初
で
あ

つ
て
、
そ
れ
以
來
、
十
地
経
の
註
繹
書
で
あ
る
こ
と
は
踏
襲
さ

れ
、
疑
問
を
提
出
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ
る
。
近
年
、
十
佳
毘
婆
沙
論
と

(
1
)

十
地
経

の
封
比
が
學
者
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
文
を
参

照
し
て
、
爾
者
を
比
較
槍
討
し
て
み
る
と
、
十
佳
毘
婆
沙
論
は
十
地
経

を
解
繹

し
た
註
繹
書
で
あ
る
之
い
わ
れ
て
い
る
が
、
(
一
)
十
地
経
と
本
論

に
引
用

さ
れ
た
経
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
照
合
出
來
な
い
部
分
が
あ

る
こ
と
、
(
二
)
世
親
の
十
地
経
論
の
如
く
随
文
解
繹
で
な
い
こ
と
、
日
更

に
ま
た
、
こ
の
経
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
他
の
諸
経
典
と
同
じ
よ
う
に

引
用
経

の
如
き
燈
裁
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
以
上
の
三
粘

か
ら
十
佳
毘
婆
沙
論
は
十
地
経
の
註
繹
書
と
し
て
よ
り
も
、
十
地
経
に

依
る
修
行
階
位
を
中
心
に
し
た
龍
樹
自
身
の
思
想
と
宗
敏
實
践
と
を
示

し
た
著
作
で
は
な
い
か
と
思
う
。
強
い
て
十

地
経

の
註
繹
書

と
す

れ

ば
、
そ
の
立
場
は
達
意
的
な
解
繹
と
で
も
い
え
る
だ
ろ
う
が
、

い
ま
十

地
経
に
全
く
照
合
出
來
な
い
獲
菩
提
心
品
か
ら
分
別
功
徳
品
ま
で
の
六

品
を
み
る
と
き
、
十
地
と
い
う
行
位
を
中
心
に
し
た
龍
樹
自
身
の
宗
敏

實
践
論
と
考
え
る
の
が
隠
當
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
獲

菩
提
心
品
と
調
伏
心
晶
を
取
り
學
げ
た
の
は
、
十
佳
毘
婆
沙
論
が
特
に

獲
菩
提
心
を
重
要
覗
し
て
い
る
貼
か
ら
、

こ
こ
に
爾
品
を
本
論
全
燈
か

ら
み
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
從
來
の
見

方
で
は
、
浄
土
敏
學
に
於

け
る
易
行
品
の
開
演
読
を
も

つ
て
、
こ
の
論

の
圭
題
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
圭
題
に
關
連
し
て
、
分
別
布
施
品
以
下
の
菩
薩
の
修
行
道
を

辿
つ
て
み
た
と
し
て
も
獲
菩
提
心
と
い
う
こ
と
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な

い
。さ

て
、獲
菩
提
心
品
が
読
か
れ
る
ま
で
に
、
入
初
地
品
か
ら
繹
願
品
ま

で
の
四
品
の
論
述
は
入
初
地
品
に

「
云
何
入
初
地
。
得
地
相
貌
及
修
習

十
佳
毘
婆
沙
論

に
於
け

る
獲
菩
提
心
品

と
調
伏
心
品
に

つ
い
て

(
繹

舎
)
 

一
六

一
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十
佳
毘
婆
沙
論

に
於
け

る
獲
菩
提
心
品
と
調
伏
心
品
に
つ
い
て

(
繹

舎
)
 

一
六
二

(
2
)

地
」
と
い
う
こ
と
よ
り
、
入
初
地
・
得
地
・
修
習
地
を
問
題
に
す
る
。

(
3
)

地
相
品

に

「得
初
地
菩
薩
有
何
相
貌
」
と
あ

り
、

更

に
、
浮
地
品

に

(
4
)

「菩
薩
已
得
初
地
。
慮
云
何
修
治
」
と
い
う
こ
と
よ
り
し
て
、
入
初
地

品
で
は
初
地
に
入
る
こ
と
を
説
く
の
に
封
し
て
、
地
相
品
で
は
地
の
相

貌
を
得
る
こ
と
を
説
き
、
浄
地
品
で
は
初
地
を
修
習
す
る
こ
と
に
つ
い

て
論
述
し
て
い
る
。
次
い
で
、
繹
願
品
に

「已
読
入
初
地
方
便
及
浄
治

(
5
)

法
。
菩
薩
因
願
改
得
入
諸
地
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
願
に
因
つ
て
諸

地
に
入
る
の
で
あ
る
か
ら
、
願
は
初
地
・

二
地
・
三
地
と
い
う
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
入
る
た
め
に
た
て
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
故
に
獲
菩
提
心
品
が
説
か
れ
る
ま
で
の
四
品
は
、
入
初
地
品
と
地

相
品
以
下
繹
願
品
ま
で
の
三
品
と
に
分
け
ら
れ
る
。
入
初
地
品
で
は
入

初
地
の
立
場
か
ら
説
い
た
の
に
封
し
、
地
相
品
以
下
の
三
品
は
得
入
初

地
の
立
場
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
十
地
経
で
は
、

こ
の
部
分
が
す
べ
て

得
入
初

地
の
立
場
よ
り
説
か
れ
て
い
る
か
ら
し
て
、
十
佳
毘
婆
沙
論
の

立
場
と
は
異

つ
て
い
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
十
佳
毘
婆
沙
論
で
の

構
成
は
入
初
地
品
か
ら
議
菩
提
心
品
調
伏
心
品
と
な
る
。
即
ち
、
入
初

地
品
で
は
議
菩
提
心
を
読
く
が
、
菩
提
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
議
菩
提
心
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
立

場
に
於

て
こ
そ
獲
菩
提
心
の
説
か
れ
る
所
以
が
あ
る
と
云
え
る
。
獲
菩

提
心
品
で
は
こ
れ
ま
た
菩
提
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
菩
提
心
を
獲
す
こ
と
の
因
縁
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
智
印
経
を
立
場
と
し
て
三
と
四
の
七
因
縁
を
述
る
。
前
三
者

は
根
本
深
き
故
に
必
ず
成
就
し
、
後
の
四
者
は
根
本
微
弱
の
故
に
成
・

不
成
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
後
の
四
者
の
成
・

不
成
よ
り
し
て
、
次
の

調
伏
心
が
必
然
的
に
生
ず
る
。
菩
提
心
の
行
を
獲
せ
ど
も
菩
提
心
の
法

を
失
え
ば
不
成
で
あ
り
、
失
わ
ね
ば
必
成
で
あ
る
。
不
成
よ
り
し
て
、

菩
提
心
を
失
う
法
を
説
く
の
で
あ

る
が
、
そ

の
法

と
は

「五
個

の
四

法
」
幽即
ち
二
十
法
を
以
て
失
菩
提
心
の
法
を

示
す
。
し
か
る
に
、
「
此

五
の
四
法
を
轄
じ
て
」

と
云
い
な
が
ら
藏
経
に
は
四
し
か
な

い
が
、
宋
・

元
・
明
・

宮
本
に
は

「
復
次
若
於
善
知
識
其

心
懐
結
恨
。
亦
有
諸
曲

(
6
)

心
。
貧
諸
利
養
等
」
を
五
言
四
句
の
偶
に
し
て

い
る
か
ら
、

一
法
と
み

な
す
こ
と
が
出
來
る
。
獲
菩
提
心
品
の
成
・
不

成
の
不
成
で
あ
る
後
四

(7
)

の
因
縁
を

一
法
に
加
え
る
こ
と
は
調
伏
心
品
に

「何
等
法
失
菩
提
心
」

と
い
う
こ
と
か
ら
不
當
で
あ
る
。
此
の
五
個
の
四
法
は

K
a
sy
ap
a
p
a
-

riv
ar
ta
の
影
響
を
受
け
て
、
そ
の
背
景
の
も

と
に
論
述
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
が
、
調
伏
心
と
い
い
な
が
ら
失
菩
提
心
の
法
を
學
げ
る
の
は
善

行
を
修
し
て
無
上
菩
提
心
を
失
わ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
つ
て
、
心
を

調
伏
し
て
行
く
こ
と
を
示
す
。
以
上
の
如
く
考
察
す
る
時
に
、
獲
菩
提

心
品
・
調
伏
心
品
は
共
に
短
か
い

一
章
で
あ
る
が
、
護
菩
提
心
と
い
う

こ
と
よ
り
、
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
入
初
地
品
・
護

菩
提
心
品
・
調
伏

心
品
と
い
う

一
連
の
繋
り
を
も
つ
こ
と
に
於
て
、
此
の
爾
品
は
再
考
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
獲
菩
提
心
に

つ
い
て
は
具
に
は
入
初

地
品
で
説
く
。
そ
こ
で
、
入
初
地
の
方
便
を
明
す
と
こ
ろ
を
梵
文
十
地

経

(R
arde
r
本
)
十
地
経

(羅
什
課
)
・十
地
経
論
・
十
住
毘
婆
沙
論
を
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そ
れ
ぞ

れ
封
比
し
た
結
果
、
爾
者
の
獲
菩
提
心
に
就
て
の
考
え
方
は
、

完
全
に

一
致
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
経
で
は
獲
菩
提
心
の
目
的
が

佛
の
十
力
を
得
る
爲
で
あ
り
、
更
に
菩
提
心
が
獲
る
や
否
や
印
時
に
凡

夫
地
を
過
ぎ
て
菩
薩
位
に
入
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
論
で
は
佛

の
十
力
を
得
る
こ
と
が
議
願
と
必
定
聚
に
入
る
こ
と
の
目
的
と
し
て
説

か
れ
る
。
そ
の
読
明
を
長
行
で
は

「問
曰
。
得
何
利
故
能
成
此
事
入
必

定
地
。
、又
以
何
心
能
獲
是
願
。
答
日
。
得
佛
十
力
能
成
此
事
。

入
必
定

(8
)

地
能
獲
是
願
」
と
論
述
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は

「答
日
。
得
佛
十

力
…
…
云

々
」
の
漢
文
は
如
何
に
讃
む
べ
き
ら
あ
ろ
う
か
。
問
の
意
は

「如
何
な
る
利
を
得
る
故
に
此
の
事
を
成
就
し
佛
道
に
於
て
必
定
地
に

入
る
の
か
、
ま
た
如
何
な
る
心
に
於
て
是
の
願
を
獲
す

の
か
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
「
此
事
」
と

「
是
願
」
の
是

と
は
直
前

の

「
獲
願
我
得

(9
)

自
度
已
當
度
衆
生
」
と
い
う
願
の
内
容
を
受
け
て
い
る
。
し
か
る
に
答

の
意
は

こ
の
漢
文
の
讃
み
方
に
あ
る
。
も
し
、
「
佛
ノ
十
カ

ヲ
得

テ
能

ク
此
ノ
事
ヲ
成
ジ
」
と
讃
め
ば
、
佛
の
十
力
を
得
る
こ
と
に
於

て
入
必

定
地
に
於
て
こ
そ
獲
願
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
若
し
、
「佛

ノ
十

力
ヲ
得

ン
タ
メ
ニ
能
ク
」
と
讃
め
る
と
す
れ
ば
、
次
後
に
佛
十
力
を
説

明
し
、
そ

の
結
文
の

「
爲
レ
得
二如
レ
是
佛
十
カ

一故
大
心
獲
レ
願
即
入
二
必

（
10
)

定
聚
こ

忙

一
致
す
る
。

こ
こ
で
、
「佛
十
力
」
・
「
獲
願
」
・
「
必
定
地
」

の
三
者

の
關
係
は
佛
の
十
力
を
得
る
こ
と
に
於
て
入
必
定
地
に
こ
そ
獲

願
す
る

と
い
う
こ
と
と
、
獲
願
し
て
必
定
地
に
入
る
こ
と
に
於
て
佛

の

十
力
を
得

る
と
い
う
爾
方
の
意
味
を
併
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
で
そ
う
い
う
菩
薩
は
佛
の
十
力
を
得
ん
爲
に
大
心
に
願
を
獲
し
て

必
定
聚
に
入
る
が
、
そ
の
大
心
と
は
先
に
云
つ
た
問
の

「何
の
心
」
を

(
11
)

さ
し
て
い
る
。
智
度
論
に
よ
れ
ば
大
心
と
は
獲

菩
心
を
意
味

し
て

い

る
。
更
に
十
佳
毘
婆
沙
論
が
十
地
経
と
異
な
る
鮎
は
初
獲
心
時
に
必
定

地
に
入
る
者
も
あ
れ
ば
、
繹
迦
牟
尼
佛
の
如
く
漸
修
功
徳
に
よ
つ
て
必

定
地
に
入
る
者
も
あ
る
こ
と
で
あ
つ
て
、

一
切
の
菩
薩
が
初
獲
心
時
に

必
定
地
に
入
る
の
は
邪
論
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
は
佛
の
所
説

の
経
を

聞
い
て
第

一
義
に
通
達
す
る
大
智
人
の
た
め
で
は
な
く
、
鈍
根
解
慢
に

し
て
経
文
を
讃
諦
す
る
こ
と
の
難
し
い
人
の
た
め
に
こ
そ
此
の
論
が
造

ら
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
龍
樹
自
身
の
思
想
が
充
分
に
獲
揮
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
龍
樹
に
於
て
は
部
時
に
必
定
地
に
入
る
者

を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
漸
修
功
徳
と
い
う
貼
に
圭
眼
を
置

く
の
で
あ
る
。
十
地
経
の
獲
菩
提
心
を
述
べ
る
部
分
に
つ
い
て
十
地
経

論
で
は
四
十
句
を
あ
げ
る
。
四
十
句
と
は
十
地
経
の
経
文
で
あ
り
、
十

佳
畏
婆
沙
論
で
云
え
ば
入
初
地
の
方
便
を
示
す
部
分
に
あ
た
る
が
、

こ

れ
は
獲
菩
提
心
の
経
文
四
十
句
で
あ
る
か
ら
十
地
経
と

一
致
す
る
。
十

佳
畏
婆
沙
論
に
四
十
句
な
る
文
字
が
同
庭
に
み
ら
れ
る
が
、
無
蓋
意
品

a
ry
a
ks
a
m
a
ti-n
ird
e
sa
中

に
廣
読
す
る
ご
と
し
と
云
つ
て
、
無
壼
意

(
12
)

経
の
護
菩
提
心
に
關
す
る
部
分
を
引
用
す
る
。

こ
れ
は
獲
心
の
菩
薩
と

繹
迦
牟
尼
佛
の
初
獲
心
と

い
う
爾
者
の
心
を
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
龍
樹
は
獲
菩
提
心
の
心
を
如
何
に
重
視
し
た
か
は
論
を
ま
た
な

い

で
あ
ろ
う
。
し
か
も
初
獲
心
の
時
、
必
定
地
に
入
る
こ
と
を
示
す
た
め

十
佳
毘
婆
沙
論

に
於
け
る
獲
菩
提
心
品
と
調
伏

心
品

に
つ
い
て

(
繹

舎
)
 

一
六
三
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十
佳
毘
婆
沙
論

に
於
け

る
獲
菩
提

心
品

と
調
伏
心
品

に
つ
い
て

(
繹

舎
)
 

一
六
四

に
、
無
蓋
意
経
が
引
用
さ
れ
る
の
は
無
蓋
意
経
が
十
佳
毘
婆
沙
論
に
と

っ
て
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て

十
住
毘
婆
沙
論
に
引
用
さ
れ
る
無
壼
意
経
の
場
所
を
み
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。
(
1
)

(入
初
地
品
)
無
蓋
意
菩
薩
。
於
二
和
合
晶
中
一
。告
二
舎
利
弗
一
。(大
正
大

藏
経
26
・
23
c
)

(2)

(
〃
)

如
二無
蓋
意
品
中
貰
読
幻
(同
、
24
c
-
25
a
)
(
3
)

(分
別
布
施
品
)
寳
頂
経
中
無
壼
意
菩
薩
第
三
十
品
檀
波
羅
蜜
義
中
説
。

(同
・
50
a
)

(
4
)
(
〃
)

無
書
意
菩
薩
會
品
申
檀
波
羅
蜜
中
説
。
(同
・
50
c
)

(5
)(
〃
)

如
二無
審
意
菩
薩
経
檀
波
羅
蜜
品
申
読
一
。(同
・
51
a
)

(6
)(蹄
命
相
品
)
如
三無
蓋
意
菩
薩
経
中
読
二念
佛
三
昧
義
一
。(同
・
55
b
)

(7
)
(護
戒
品
)
如
二寳
頂
経
中
和
合
佛
法
品
中
一
。無
壼
意
菩
薩
於
二佛
前
一読
二

六
十
五
種
尸
羅
波
羅
蜜
分
一
。(同
・
期
a
)

(8
)(
〃
)

如
二無
蓋
意
菩
薩
 
羅
品
中
一語
二舎
利
弗
ゆ
(同
・
1
1
1
a
)

(9
)(
〃
)

如
二無
壼
意
菩
薩
 
羅
品
中
説
一
。(同
・
1
1
1
b
)

入
初
地
品
に
2
同
、
分
別
布
施
品
に
3
同
、
蹄
命
相
品
に
1
同
、
護

戒
品

に
3
同
、
計
9
箇
所
の
引
用
が
あ
る
が
、
そ
の
経
の
引
用
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
は
必
ず
十
地
経
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
地
経
の
文
意

を
示
す
偶
文
の
解
繹
下
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。

入
初
地
品
に
つ
い
て
は
先
に
い
つ
た
如
く
で
あ
る
が
、
分
別
布

施
品

に
於
て
施
の
本
義
を
示
す
た
め
に
無
蓋
意
経
檀
波
羅
蜜
品
を
引
く

(
左
記
の
(
3
)
・
(
4
)
・
(
5
)
)
。

施

の
具
髄
的
な
あ
り
方
は
聾
命
相
品

に
財
施

と
法
施
と
を
説
く
こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。

し
か
も
、
そ
の
論
述
は

郁
伽
長
者
経

d
g
r
ad
a
tta
-p
a
rip
rcch
a
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
。
そ

ド

こ
で
、
十
佳
毘
婆
沙
論
に
引
用
さ
れ
る
郁
伽
長
者
経
を
み
る
と
、
露
命

相
品
・
五
戒
品
・
知
家
過
患
品
・

入
寺
品
に
連
績
的
に
引
用
さ
れ
、
現

存
の
大
集
経
の
郁
伽
長
者
會
の
ほ
と
ん
ど
全
艦

が
論
を
構
成

し

て
い

る
。
郁
伽
長
者
経
に
依
れ
ば
菩
薩
は
獲
心
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
更
に
無
蓋
意
経
に
よ
る
施
の
立
場
を
読
明
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
無
鑑
意
経
と
の
關
係
が
深

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
護
戒
品
で
無
蓋
意
経
の
説
く
六
十
五
戒
が
示
さ
れ
る
が
、
龍

樹
の
菩
提
資
糧
論
の
自
在
比
丘
の
繹
か
ら
も
知

ら
れ
る
ご
と
く
六
十
五

戒
は
大
略

一
致
す
る
。
し
か
も
無
蓋
意
経
で
は
獲
心
・
不
退
轄
・
六
波

羅
蜜
中
の
戒
を
読
く
所
に
菩
提
心
を
根
本
と
す
る
と
い
つ
て
い
る
か
ら

戒
律
に
も
關
係
深

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

入
初
地
品
に
獲
菩
提
心
を
無
蓋
意
経
か
ら
読

述
す
る

こ
と
か
ら
し

て
、
獲
菩
提
心
品
で
獲
心
の
因
縁
を
説
き
、
調
伏
心
品
で
失
菩
提
心
の

法
を
あ
げ
、
分
別
布
施
品
で
施
を
示
し
、
そ
の
具
髄
的
な
あ
り
方
を
郁

伽
長
者
経
で
示
す
と
共
に
、
護
戒
品
で
戒
を
読
べ
こ
と
に
よ
つ
て
、
本

論
の
組
織
は
獲
心
一
。施
一
。戒
と
い
う
形
を
と
る
。
更
に
獲
心
そ
の
も
の

か
ら
い
え
ば
、
議
心
↓
調
伏
心
一
。歓
喜
地
と
な
る
。
獲
菩
提
心
品
と
調

伏
心
品
等
を
入
初
地
の
補
読
と
す
る
こ
と
は
調
伏
心
に
大
き
な
意
味
が

あ
る
こ
と
か
ら
不
當
で
あ
つ
て
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
品
で
入
初
地
に
つ

い
て
の
中
心
的
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
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以

上

の
如

く

考

察

す

る

と
き
、

十

住

毘

婆

沙

論

は
十

地

経

の
軍

な

る

注

繹

書

と

し

て
よ

り

も
、

十

地

経

無

蓋

意

経

を
依

り

ど

こ

ろ

と
し

て
龍

樹

自

身

の
思

想

と
宗

教

實

践

を

示

し

た

も

の

と

み

る

べ
き

で
あ

る
。

1
 
須
佐
晋
龍

「
華
嚴
経
十
地
品
の
研
究
」
(
『
現
代
佛

敏
』
昭

和

五
年
)
、

長
谷
岡

一
也

「
十
佳
毘
婆

沙
論
に
於
け
る
十
地

経

の
引

用

に

っ
い

て
」

(
『
印
度
學
佛
教
學
論
叢
』

一
七
七
-
一

八
六
頁
)

2
 

大
正
・
26
・

23
a
 

3
 

大
正
・

26
・

26
a
 

4
 
大
正
・

26
・
28
c

5
 

大
正
・

26
・

30
b
 

6
 
大
正
・

26
・

37
a
 

7
 

大
正
・
36
・

b

8
 

大
正
・

26
・

24
b
 

9
 
大
正
・

26
・

24
b
 

10
 

大
正
・
26
・

24
c

11
 
大
智
度
論
巻

四
、
(
大
正
・

25
・

86
・

a
)
及
び
同
論
雀

五
十
三
、

(
大

正
・
25
・
4
3
5
・c
)

に
述

べ
る
。

12
 

大
方
等
大
集
経
巻
第
二
十
七
無
蓋
意
菩
薩
品
第
十
二
ノ

一

(
大
正
・

13

187
・

b
)
に

一
致
す
る
。

十
佳
毘
婆
沙
論

に
お
け
る
獲

菩
提

心
品
と
調
伏
心
品
に

つ
い
て

(
繹

舎
)
 

一
六
五
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